












































。4P モデルは政治 (Politique)、警察 (Police)、
大衆
(2)





































































































































































































( 1 ) 本モデルが初めて発表されたのは Jean-Louis Loubet del Bayle, Police et
société Toulouse, Presses de lʼInstitut dʼétudes politiques de Toulouse, 1986,
pp. 149-175 においてである。それ以後、ルーベは立て続けに著作を出版し、
本モデルを紹介している。La police approche socio-politique, Montchrestien,
1992, pp. 125-134, Police et politique une approche sociologique, LʼHarmattan,
2006, De la police et du contrôle social, CERF, 2012, pp. 208-213. 第 1章の大部
分はそれら著作から著者がルーベに質問しながら、引用、翻訳、編集したも
のである。





(編)『現政治学小辞典 (新版)』(有斐閣、1999 年) 282-283頁。







( 4 ) 近年の例では千葉県英国人女性殺害の市橋達也 (2009 年)、オウム真理教
特別手配犯高橋克也 (2012 年) の逃亡時に見られた警察からの情報を基に
したメディアによる集中的な報道が挙げられる。





























































































































































































停止、最近では 2014 年 7 月に大阪府警による犯罪統計不正事件が問題化














































































監査、情報公開) を駆使し、警察活動 (特に公金の支出) に関して監視し
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図 5 情報環境変化のモデル (山田健太『法とジャーナリズム 第 2版』95頁より
抜粋)


























































ないと述べている。篠原弘志「警察と報道」『講座日本の警察』第 1 巻 (立
花書房、1993 年)、561-567 頁。
( 7 ) 山田健太『法とジャーナリズム第 2版』(学陽書房、2010 年)、74-78 頁。




( 9 ) 同書、82-85頁。
(10) 警察への統制について考察したものとして、高須一弘「行政統制の共通制
度と警察」『講座 警察法』第 1 巻 (立花書房、2014 年) 421-442頁。
(11) Jean-Louis Loubet del Bayle (2012), op. cit., pp. 188-198.
(12) 田村正博『全訂警察行政法解説』(東京法令出版、2011 年)、389-390頁。

















































(26) 参照 滝澤幹滋「住民意見等の反映 ――警察署協議会と苦情処理――」
(立花書房、2014 年) 396-420頁。
(27) 田村、同掲書、346-347 頁。









(29) 参照 篠原一『警察オンブズマン ――民主的監察制度の多面的検討』
(信山社出版、2001 年)









(31) 参照 URL http : //www.copwatch.org/、http : //www.copwatch. fr/














































































67巻 9号 (2014 年)、66-130頁。
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